
                                         
     
 

 
アゼルバイジャンは 6 月のミニ講座のテーマ国ジョージアと同様、旧ソビエト連邦の構成国の
一つですが、国名よりバクー油田といった方がおわかりかもしれませんね。一般的な日本人に

はほとんどなじみのない国だと思います。アゼルバイジャンはどのような国で、どのような人

が、どのように暮らしているのか？そしてどんな文化が育まれてきたのか？日本との関係は？

アゼルバイジャン人で、日本に留学中の講師がその詳細を講義する、ちょっとアカデミックな

講座です。（この講座は、日本語で実施されます。） 

日 時：平成 29年 7月 29日（土）13:00－15:00 

場 所：さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン 

（JR浦和駅東口 コムナーレ９階/浦和パルコ上） 

参加費：無料 

定 員：50名 

講 師：アリベイ・マムマドフ(Alibay Mammadov) 氏 

5 年前に来日。北海道大学大学院博士課程に在籍。研究活動の傍ら東京都内の中高学校での講師やビジネ

スコンサルタントとしての活動を通し、日本とアゼルバイジャンの文化交流、経済交流に貢献している。 

[お申し込み・問い合わせ]  

(公社)さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン（JR浦和駅東口 コムナーレ９階/浦和パルコ上） 

電話：048-887-1506  FAX：048-887-1505  E-mail：iec@stib.jp 

申込用紙【ミニ講座 7月 29日開催】 

※お電話・メールでのお申込みも承っております。            満席になり次第締め切ります。

「親日国で寛容なアゼルバイジャン、歴史・人・文化」 

～アゼルバイジャンについて勉強しましょう～ 
ミニ講座 


